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020 年 度 の 初 号 機 打ち 上 げ を 目指 し て 、 新 型 
基幹 ロケ ッ ト の 開発 が 始ま り ま し た 。 今後 の 
日 本 の 宇宙 活動 を 担う 新型 ロケ ッ ト と は どの 
よう な も の か 、 開 発 に あたっ て の 抱負 や 課題 
な ど を 、 プ ロジ ェクト 関係 者 に 聞き まし た 。 

2014 年 8 月 31 日 に は 、| は や ぶ き 2」 の 機体 公開 が 行わ れ 
まし た 。 記者 会 見 で [『 は や ぶ き 2』 は われ われ の 自信 作 」 と 
話し た 國 中 均 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ に 、 打 ち 上 ば げ 目 前 の 

思い を っ て も らい まし た 。 グ ラビ アベ ペー ジ で は 迫力 ある 

「 は や ぶさ 2」 の 機体 も 紹介 し て いま す の で 併せ て 
ご 覧 くだ さい 。 
6 カ月 の 長期 滞在 を 終え た 若田 宇 
飛行 士 は 、 洋 在 中 に JAXA の 宇 
間 「 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン 
に 長期 滞在 する 宇宙 飛行 士 の 骨 

や 筋肉 の 壮 縮 へ の ハイ ブリ ッ ド 

訓練 法 の 効果 (Hybrid Training 

実験 )] を 行い 、[ 宇 宙 か ら 6 帰還 

し た 後 、5 年 前 の 長期 滞在 後 よ 

り 疲労 盛 が 少な か っ た | と 述べ 

て いま す 。「 ハ イブ リッ ド 訓 練 

法 ] を メイ ン に 、 月 や 火星 な ど 

の 宇宙 長期 滞在 で 必要 に な っ て 

〈 る 健康 管理 の 方 法 に つい て 紹 

2 し まず す 。 


JAXA 's で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
訓 安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 「 安 全 保障 ・ 防 災 」 
名 宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 「 産 業 振興 」 
回 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
「 フ ロン ティ ア へ の 挑戦 ] で す 。 
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ラブ ル 回 避 を 工夫 。「 は や ぶさ 」 で は 
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分 離 カ メラ な ど ミ ッ シ ョ ン 機 器 が 運 
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月 に 地球 近傍 を か すめ る スイ ング バ な 試み も 行う 。 近 赤 外線 分 光 計 、 中 
イ を 実施 。 その 後 太 陽 を 2 周 し 2018 間 赤 外 カ メラ に よる 観測 も 実施 。 
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音 ング する 。 赤い の は 保護 カバ ー で 、 
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高く する 。 


算 手 法 。 1 つの 要素 が 持つ 特性 を 平均 化し て 推測 する な ど 、 い くつ か の 方 法 が ある 。 


と で 、 樹 脂 の 強度 を 


計算 し て 全体 の 近似 値 を 求め る 方 法 。 


小さ い 要 素 の 解析 結果 か ら 、 ス ケー ル の 異な る 大 き な 物体 の 特性 を 計算 する ほ 


災 素 繊維 強化 プラ スチ ッ ク の こと 。 樹脂 の 内 部 に 炭素 繊維 を 混ぜ 込み 成形 する 


※1 有限 要素 法 大 き な 物体 を 小さ い 要 素 ブ ロッ ク に 分 割 し 、 要 素 ご と 【 


※2 マル チ ス ケー ル 解 析 手 法 
炭 


※3 CFRP 
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より 、 宇 宙 飛 行 士 が どの よう な 訓練 
や 活動 を し て いる か を ご 紹介 する 
コー デー を 担当 させ て いた だ きま す 。 今回 は 、 
私 が 参加 し た NEEMO 訓 練 を ご 紹介 し ます 。 
訓練 は 、「NASA 極 限 環 
境 ミ ッ シ ョ ン 運 用 」 訓練 
の 略 で 、 米 国 フ ロリ ダ 州 マイ アミ 近く の 沖合 、 
深 約 15 メ ー ト ル の 海底 研究 室 「 アクエリアス] に 
滞在 し て 行わ れ ま す 。 浮力 の ある 海中 、 隔離 され 
た 閉鎖 空間 な どの 特殊 環境 を 活用 し て 、 将 来 の 
宇宙 探査 の た め に さま ざま な 研究 や 技術 検証 な 
ど を 行う 場 で す 。 と 同時 に 、 そ の よう な 環境 で 何 
日 間 も 集団 で 生活 する こと は 、 実際 の 宇宙 飛行 
に 向け た チー ム ワ ー ク 向上 訓練 に も な り 、 こ れ ま 
で も 多く の 日 本 人 宇宙 飛行 士 が 参加 し て いま す 。 
に 行っ た NEEMO18 訓練 で は 、NA 
SA の ジャ ネッ ト ・ エ プス と マー ク ・ ヴ ァ 
ン デ ハイ 、 ヨ ー ロ ッ パ 宇宙 機関 の トマ ・ ペ スケ 
の 3 名 の 宇宙 飛行 士 、 そ し て 設備 の 保守 や 潜 
水 を 支援 し て くれ る 技術 支援 要員 と 共に 参加 
し まし た 。 宇宙 飛行 士 の 3 名 は 油井 、 大 西 、 
金井 飛行 士 と 同じ 2009 年 に 採用 され た 同期 
に あたり ます 。 宇宙 飛行 の 経験 こそ まだ あり ま 
せん が 、 能 力 だ け で な く お 互 い を 助け 合う 意識 


も 高く 、 コ マン ダー (船長 ) と し て チー ム の と り ま 
と め を 務め た 私 も 大 変 助かり まし た 。 
の 訓練 で 行っ た 研究 の 中 に は 、 将 来 、 
小惑星 や 火星 に 宇宙 探査 する 際 に 必 
要 な 技術 や 知見 の 獲得 を 目的 と する も の も あり 
まし た 。 小惑星 で 岩石 を 採掘 する 際 に 使用 する 
ドリ ル の 設計 に 問題 が な な いか を 確認 し 、 地 球 か 
ら 非 常に 遠い た め に 通信 に 遅延 が ある 中 で 、 コ 
ミュ ニケ ーション を 取り な が ら 火 星 の 地 表 に あ 
る サン プル を 採取 する た め に 考え られ た 手法 が 
成り 立つ か 、 な ど を 確認 し まし た 。 水中 で の 試験 
で は あり ます が 、NASA は 既に 将来 の 宇宙 探査 
に 向け て 着 々 と 歩み を 進め て いる と 感じ まし た 。 
に 長期 間 滞在 する と いう こと は 減 
圧 症 な どの リス ク も 高く な る と い 
うこ と で す が 、 関 係 者 の お か げ で 9 日 間 の ミッ 
ショ ン を 終え 、 ク ルー 全員 無事 に 、 水 上 に 上 が 
る こと が で きま し た 。 滞在 中 は 24 時 間 一 緒 に 作 
業 を し 、 食 事 や 自由 時 間 に 話 を し 、 ま さ に スペ 
ー ス シャ トル や 国際 宇宙 ステ ーション の 中 で の 
生活 の よう で し た 。 こ の よう な 機会 を 経て 、 技 
術 の 蓄積 が な され 、 飛 行 士 の 能力 を 向上 させ 、 
将来 の ミッ ショ ン に 備え る の で す 。 
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し あぁ に 道人 機 打 輪 強 う : と 軌 51L 
や 。 3) 邊 に 1 会 も 送 み と うぅ 大 道 な 台 衛星 ビジ ネス の 進展 や 教育 目的 で の 利用 拡大 が 見 込ま れる いま 、 
2 宇宙 利用 の 抜本 的 な 拡大 に 向け た 取り 組み が 求め られ て いま す 。 
天 ロ す が な 利 開 計 キ 京 き が で < JAXA は これ まで 、H-TA 相 乗り 及び 国際 宇宙 ステ ーション 
体 う 全 も る ぁ 用 川 す | 画 大 合 寄 川 す な  「 き ぼう ] か ら の 放出 に よる 、 超 小型 衛星 の 打ち 上 げ 機 会 を 提供 する 
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通 で 呈 る > 広 つ ま の い 代 前 ん S 2? 。 : さら に 低く な る と 期待 され ます 。 そ の 青 景 今後 の 展開 に つい て 、 
圭介 と と で 人 信 か ます 名 発 よ す は 。 で 有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 の 
馬 を て も つこ の "な 日 后 ょ ラコ すず 小川 志保 き ぼ う 利用 推進 室 室長 に 伺い まし た 。 
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を 取り 付け る 若田 宇宙 飛行 士 
生計 構 5 放出 きれ た 
_ 「ArduSat-1」「AruSat-2 [PicoDragon] の 3 機 の 超 小型 衛星 1B 
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だ いち の 論 


ち 」 の 合成 開 ロ レー ダ (PALS 
で 得 ら れ た デー タ の 校正 ・ 検 証 
結果 を 総括 し た 論文 が 、2014 年 の 
IEEE (米国 電気 電子 学会 ) 地 球 
科学 ・ リ モー トモ セン シン グ 学 会 に お 
いて 、 非 常に 多く 引用 きれ た 論文 に 
対し て 贈ら れる Highest Impact 
Paper Award を 受賞 し ほし た 。 

研究 者 や デー タ 利 用 者 が 衛星 デー 
タ 等 を 解析 研究 し 、 一 般 発表 する に 
は 、 使 用 し た デー タ の 確か ら 6 しき を 担 
保 する 情報 (参照 論文 ) が 常に 必要 
に な り ま す 。 本 論文 は 、PALSAR の 
デー タ を 用 いた 研究 の 基礎 に な る 
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情報 を 整理 し て お り 、 多 く の 研 究 者 
が 参照 論文 に あげ た こと が 評価 され 
た も の で す 。 こ の 論文 で 得 5 れ た 知 
見 は 、「 だ いち 2 号 ] の デー タ 配 布 に 
向け た 校正 ・ 検 証 に 役立て られ て い 
ます 。 


し た 水鳥 俊 さ ん の 作品 ( 左 ) と 、 同 賞 ・ 中 学生 部 門 の 板倉 淳 展 さん の 作品 ( 右 ) 


INF ロ RMIATIOI 是 


飛行 士 の 栄養 バラ ンス の 向 
“精神 的 スト レス の 軽減 、 パフ 
ォ ー マ ンス の 向上 に 寄与 する こ 
と を 目的 と し 、 宇宙 日 本 食 の さら 
な る 充実 を 図る た め 、 新 た な 宇宙 
日 本 食 の 認証 に 向け た 食品 候補 
の 募集 を 行い まし た 。 

応募 され た 108 品 目 の 食品 を 審査 
し た 結果 、21 社 33 品 目 を 選定 し ま 
し た 。「 サ バ 准 油 味付け 缶詰 [焼き 


宇宙 日 本 食 33 品 目 追加 認証 へ 


芋 [ 切 り 餅 |] な どの 選定 きれ た 食 
品 候補 に つい て は 、 今 後 、TAXA 
が 定め る 宇宙 日 本 食 認証 基準 に 
の っ と り 、 必 要 な 各種 試験 ・ 検 査 
を 実施 し 、 宇 宙 日 本 食 と し て の 
認証 に 向け た 手続 き に 入る 予定 
で す 。 

人 @ 宇 宙 日 本 食 の 食品 候補 の 選定 結果 


http://Wwww.jaxa.jD/Dress/ 
2014/09/20140905_sfood_j.html 


ーー 


ジャ イン レイ ー ン クス 
公式 サイ ドイ ベン ト 
女性 が 拓く 宇宙 航空 の 
夢 と 未来 | 開催 


よ 同 参画 の 推進 に より 、 女性 が 社 
- お いて も 活躍 し 、 豊か な 未来 社会 
の 創造 に 貢献 し て いけ る 環境 の 整備 
が 求め られ て いま す 。 ]AXA で は 、 
2013 年 10 月 か ら 男 女 共同 参画 推進 室 
を 設置 し 、 子 育て ・ 介 護 支 援 、 ワ ー ク ・ 
ライ フ ・ バ ラン ス 、 研 究 力 ・ マ ネジ メン 
トカ の 向上 な ど 、 活 発 な 活動 を 行っ て 
いま す 。 

2014 年 9 月 11 日 に | 女性 が 拓く 宇宙 航 
空 の 夢 と 未来 ]」 と 題し た シン ポジ ウム 
を 開催 し まし た 。 

山崎 直子 宇宙 飛行 士 等 を は じ め 、 宇 宙 
航空 業界 で 華々 し い 活 躍 を 遂げ て い 
る 女性 た ちか ら は 、 男 女 共同 参画 の 推 
進 に より 、 女 性 が 社会 に な いて も 活躍 
し 、 豊か な 未来 社会 の 創造 に 貢献 し て 
いけ る 環境 の 整備 が 求め られ て いる 
現状 等 の 説明 が あり 、 会場 と 活発 な 意 
見 交換 が な され まし た 。 


( 下 ) 「 だ いち 2 号 」 が 観測 し た 画像 に 、「 だ いち 」 が 観測 し た 三次 元 地 形 情報 を 重ね あわ せ て 作成 し た 鳥 農 図 
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第 2 の 1 回 アジ ア ・ 太 平 洋 地 域 宇宙 機関 会 議 (APRSAF-21 


日 本 で 開催 


ジア 太平 洋 地域 に お け 0 

の 促進 を 目的 と し た アジ ア ・ 太 平 洋 
地域 宇宙 機関 会 議 本 Regional 
Space Agency Forum, APRSAF) が 、 日 本 
で 開催 され ます 。 

APRSAF は 、 各 国 の 宇宙 機関 や 行政 機 
関 を は じ め 、 国 連 な ど の 国際 機関 や 民間 企 
業 、 大 学 ・ 研 究 所 な ど さ ま ざま な 組織 か ら 、 
30 を 超え る 国 と 地域 、 多 く の 国 際 機 関 が 
参加 する アジ ア 太 平 洋 地域 で 最大 規模 の 宇 
宙 関 連 会 議 で す 。 

今回 より 、 分 科 会 (ワー キン ググ ルー プ ) 
の 構成 が 、 社 会 的 ・ 経 済 的 成果 の 創出 を 目 
指す こと を 目的 に 、「 宇 宙 利 用 分 科 会 」 [ 宇 
宙 技 術 分 科 会 ] [宇宙 環境 利用 分 科 会 ] 「 宇 
宙 教 育 分 科 会 ] に 変更 され まし た 。 そ れ ぞ 
れ の 分 野 に お ける 各国 の 宇宙 活動 や 、 持 来 
計画 に 関す る 情報 交換 や 災害 や 環境 な ど 、 
共通 の 問題 解決 に 向け た 国際 協力 プロ ジェ 
クト を 立ち 上 げ 、 具 体 的 な 協力 活動 を 行っ 


the Asa-Padiic Regional Space Agency Fmum 


(APRSAF-21) 


て いま す 。 
開催 日 借 2014 年 12 月 2 日 ( 火 )~ 12 月 5 日 ( 金 ) 
会 場 人 
日 本 科学 未来 館 


東京 都 江東 区 青海 2-3-6 

東京 国際 交流 館 (プラ ザ 平成 ) 

東京 都 江東 区 青海 2-2-1 国際 研究 交流 大 学 村 内 
テー マ ‥ 


WW N NNN べ NN SS MM プ 生 | / Leap to the Next Stage: 
い W NN ば ( 時 し っ 。 ヨ 層 Delivering Innovative Ideas and Solutions 
ww NN NN NN ぶ き 共催 機関 借 
文部 科学 省 (MEXT) 


独立 行政 法人 宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) 


NPD ャ JE http://WwW.aprsaf.0rd/jD/annual_ 

いよ いよ ょ 「 は や ぶ き 2」 の の 挑戦 と な り ま す 。 meetings/aprsaf21/meeting_details.php/ 
打ち 上 げ が 、 間 近 に 迫っ 今 ま で の 衛星 や 探査 機 の 打ち 上 げ で は 

68SES6 通常 、JAXA の 広報 だ け で 普及 広報 


活動 を 行っ て きま し た が 、 今回 は 「 は や ぶさ 
2] 応援 キャ ン ペ ー ン を 立ち 上 げ て 、 い ろ 
いろ な 企業 の 方 に 公式 サポ ー タ ー に な っ 
て いた だ き 、 広 く 「 は や ぶ き 2」 の 意義 を 
お 伝え する こと を 考え て お り ま す 。 サ ポー 

ー 企 業 と 一 緒 に 、 皆 きま に も 「 は や ぶさ る 


「 は や ぶさ 2」 で は 、 前 
回 の 「 は や ぶる 」 を る ら に パワ ー ア ッ プ さ 
せ て 、 い ろ い ろ な 技術 が 盛り 込ま れ て い 
ます 。 ぜひ 、 皆 さま も ]AXA ウ ェ ブ サイ 
ト に ある 「 は や ぶ き 2」 CG 動 画 6 も ご覧 くだ 
さい 。 遠く 離れ た 小惑星 で 「 は や ぶる 2] 


ーー「JAXA'S」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい .・- ヽ 、 
ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「JAXA's」 を 
配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 
実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 


が 行う 離れ 業 の よう な 動き を 見 て いた だ 
け ま す 。 この ミッ ショ ン は 日 本 の ロボ ッ ト 技 
術 の 見 せ ど こ ろ と いえ る で し ょ う 。 

また 、 小 惑星 に 生命 の 原材料 と な る 有 
機 物 を 探し に いく の は 、 世 界 で 初め て 


2| を 応援 し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 

(広報 部 長 上 垣内 茂樹 ) 

@ 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 
JAXA 広 報 部 (proffice@jaxa.jp) 


https://ssl.tksc.jaxa.jD/SDace/ 
inquiries/index_j.html 


便 お 問い 合わ せ 先 
一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事 業 部 「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 
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